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【問合せ先】こども課　子育て支援センター　☎ 029－291－0980（直通）
　　　　　　　　　　　茨城町総合福祉センター　「ゆうゆう館」内

12月の予定
4日(水)

10日(火)
11日(水)
18日(水)

読み聞かせ
ボランティアと遊ぼう
定期子育て相談
ちびっこフェスティバル

 茨城町子育て支援センターは子育て親子に寄り添い、
親子のふれあいと絆を深める活動を行っています。

読み聞かせ  毎月第1・3水曜日
時　間　午前11時～11時15分
場　所　まんまるーむ(遊戯室)
　子育てボランティアが絵本や紙芝居の読み聞かせに来て
くれます。親子でゆったりとお話の世界を楽しみましょう。

日曜祝日・年末年始を除き午前9時から午後5時まで　未就学児とその保護者はどなたでも利用できます。
ゆうゆう館 まんまるーむ(遊戯室)を開放

　ボランティアによる読み聞かせやエレクトーン
のミニコンサートなどを行います。みんなで歌っ
たり、踊ったりして、お子さんと一緒に楽しい時
間を過ごしましょう。
　当日は保健センターの保健師、管理栄養士によ
る相談、町内幼児施設の利用に関する相談も併せ
て行います。
日　時　12月18日(水)  午前10時～11時30分
　　　　(受付：午前9時30分～)
場　所　茨城町総合福祉センター「ゆうゆう館」内
　　　　まんまるーむ及び健診室
対　象　未就学児とその保護者及び妊婦
発表予定
午前10時15分～　読み聞かせ
午前10時30分～　エレクトーンミニコンサート
相　　談
１部：午前9時30分～10時15分
２部：午前11時～11時30分

＊受付は子育て支援センター事務室で行います。
＊町外の方、妊婦さんも参加できます。
＊各相談は健診室のほか、まんまるーむ内でも受
け付けます。

＊ご希望により相談の間ボランティアがお子さん
と一緒に遊んでくれますので、安心して話を聞
くことができます。

＊詳細はお問い合わせください。

子育てセミナー

ちびっこフェスティバル

定期子育て相談 (偶数月第２水曜日 )

日　時　12月11日（水）
　　　　午前10時～11時30分（都合の良い時間にどうぞ)
場　所　保健センター　健診室Ｄ
テーマ　「妊娠中の心配ごと」など
　内容により保健センター(保健師、管理栄養士)と連携
して対応します。身体計測も実施しています。テーマ以
外の子育てに関する相談でも構いません。
※子育て相談は随時受け付けます。電話相談もお気軽にどうぞ。

町内在住者対象

　今月の「ボランティアによるピアノ演奏」と「集いの
場。TU☆NA☆GU」は「ちびっこフェスティバル」と
兼ねて実施します。
次回の予定
「集いの場。TU☆NA☆GU」
令和2年1月22日(水)　午前10時30分～11時30分 
「ボランティアによるピアノ演奏」
令和2年1月24日(金)　午前11時～11時15分

～おしらせ～

ボランティアと遊ぼう
日　時　12月10日(火)  午前10時30分～11時30分
場　所　まんまるーむ(遊戯室)
　子育てボランティアと遊んだり、おしゃべりをしたりし
て過ごしませんか?

12月17日(火)はちびっこフェスティバルの準備のため、
開放は午前9時から午後３時までとなります。

ゆうゆう館まんまるーむの開放について

令和元年12月28日(土)～翌年1月５日(日)はお休みと
なります。

年末年始について
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　町内の各小・中学校では、地域の農家の方の指導のもと、農作物を育て収穫する農業体験を行っています。今回は、
貴重な体験をした児童たちの感想をご紹介します。

【問合せ先】学校教育課　☎０２９－２４０－７１２１（直通）
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